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Abstract
Local　Society　and　Education　Association　in　Modern　China：
　　　　　　An　Analysis　about　Members　of　Jiangsu　Education
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Association
TAKADA　Yukio
　　　　Education　Associations　had　been　very　influential　in　local　societies　at　late　Qing　and　early
republican　China　This　report　analyzes　a　transition　of　members　of　Jiangsu　Education　Association
from　1905　to　l913．
　　　　In　the　beginning　of　Jiangsu　Education　Association，　it　had　been　the　group　of　local　elites
mainly　on　30s．　Its　members　had　included　a　lot　of　lower　level　government　oihcials，　candidates　f6r
government　oficial，　shengyuans　as　licentiate　administered　at　exam，　returnees　from　studying　in
Japan，　and　owners　of　commerce　and　industry，　particularly　publisher　and　newspaper．　many　of
them　had　been　concerned　with　refbrming　the　political　and　educational　system，　and　the　central
point　of　their　activity　had　been　shanghai，　regardless　of　their　home　town．
　　　　On　the　other　hand，　I　guess　that　there　had　been　few　member　who　through　a　high　specialty
scholarship　of　modern　education　yet　in　the　beginning　of　Jiangsu　Education　Association．　By　1913，
the　character　as　a　center　of　the　local　elites　had　gradually　faded　away，　however，　the　member
who　received　modern　higher　education　had　never　yet　been　many．
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《特別研究第2種》
近代中国地域社会と教育団体
一江蘇教育会の会員構成分析一
高　田　幸　男
1．はじめに
　清朝末期から民国期における中国の地域社会において大きな影響力を持ったのが教育会である。教
育会の多くは，地域の開明的な地域エリートが結成し，商人の団体である商会，農業改革の団体であ
る農会とともに，法定団体（法団）となった。とくに江蘇省の教育会は商会とともに清末の教育改革
や実業振興，地方自治などの地域改革の担い手となった。
　教育会やその前身である学会を結成した地域エリートの多くは科挙制度下で古典教育を受けた，い
わゆる郷紳とされてきた。ただ，郷紳といっても，厳密にいえば「紳士」は進士（科挙の殿試合格者）
や挙人（同じく郷試合格者）というごく限られた者を指し，実際は，生員（科挙の受験資格を持った
者）以下の者が，このような団体の中心に参加していたと考えられてきた（1）。とはいえ，そうした
団体の会員像を具体的に示した研究は多くなかった②。
ω　本稿では，生員やそれ以外の知識人も含め，過渡的な地域社会の指導層として「地域エリート」という
呼称を用いる。
（2）江蘇の教育会に関する主な論考は下記のとおり。高田幸男「清末地域社会と近代教育の導入一無錫にお
ける『教育界』の形成一」『清朝と東アジア』，山川出版社，1992年。同「清末地域社会における教育行政機
構の形成一蘇・漸・院三省各庁州県の状況一」『東洋学報』第75巻第1・2号，1993年。同「近代中国地域社会
と教育会一無錫教育会の役員構成分析を中心に一」『駿台史学』第91号，1994年。同「江蘇教育総会の誕生一
教育界に見る清末中国の地方政治と地域エリートー」『駿台史学』第103号，1998年。同「清末江蘇における
地方自治の構築と教育会一江蘇教育総会による地域エリートの「改造」」『駿台史学』第111号，2001年。同「20
世紀初頭，中国長江下流域における教育界ネットワークの研究一江蘇学務総会によるネットワーク構築の初
歩的考察」『明治大学人文科学研究所紀要』第50冊，2002年。同「江蘇教育会と清末民初の政治構造」『明大
アジア史論集』第10号，2005年，同「近代化と社会変容」飯島渉ほか編『シリーズ20世紀中国史2　近代性
の構造』東京大学出版会，2009年。Xiaohong　Xiao－Planes（薫小紅），　education　et　Politique　en　Chine’Le
role　des　elites　du　liangsu，1905－1914，　Paris：editions　de　recole　des　hautes　etudes　en　sciences　sociales，
2001．劉正偉『督撫与士紳一江蘇教育近代化研究』石家荘：河北教育出版社，2001年。張偉平『教育会社
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　本稿は，清朝末期から民国北京政府成立初期まで9年間の江蘇教育会③会員像および各地地方教
育会の変遷を分析するものである。
2．史料紹介
本稿で使用する史料は，以下のとおりである。
・『江蘇学務総会文順初編』江蘇学務総会，光緒32年（1906年），上海図書館蔵
　江蘇学務総会が結成1年後に出版したのが『江蘇学務総会文順初編』である。同書には，発起から
創立とその後に官庁や地方組織諸団体とやりとりした公文書など，会の運営に関わる各種資料が収
録されている。本稿では，そのなかから「会員姓名録」（以下，「初編姓名録」）を使用する。「初編姓
　　　　　　　　　あざな名録」は会員の姓名，字，「籍貫」（本籍）のみを記す。
・『江蘇教育総会文順二編』江蘇教育総会，光緒33年（1907年），天津社会科学院図書館蔵
　江蘇学務総会が1906年に江蘇教育総会へ改組してから1年間の関連文献を掲載する。会員名簿とし
ては，「初編姓名録」以後旧暦1906年七月～1907年六月（以下，旧暦は漢数字で表記する）に入会
した者を収録した「姓名続録」（以下，「二編姓名続録」）と1907年7月に同会南京事務所に寄せられ
た会員情報（以下，「二編姓名補録」）を使用する。「続録」と「補録」の記載項目は「初編姓名録」
と同じである。
・『江蘇教育総会文腰三編』江蘇教育総会，光緒34年（1908年），上海社会科学院歴史研究所蔵
・『江蘇教育総会文腰四編』江蘇教育総会，宣統元年（1909年），華東師範大学図書館蔵
・『江蘇教育総会文順五編』江蘇教育総会，宣統2年（1910年），華東師範大学図書館蔵
・『江蘇教育総会文順六編』江蘇教育総会，宣統3年（1911年），上海図書館蔵
　いずれも，『初編』，『二編』同様最近1年間の関連文献やそれ以前の未掲載資料を掲載する。会
員名簿に関しては，前年七月以降1年間に入会した会員の情報のみ「会員姓名続録」と題して掲載す
る（以下，それぞれ「三編姓名続録」のように略称）。これらの記載項目は「初編姓名録」と同じで
与中国教育近代化』杭州：漸江大学出版社，2002年。金衡鍾『清末新政期到研究一江蘇省斜新政斗紳士層一（清
末新政期の研究一江蘇省の新政と紳士層一）』ソウル：N含大学校出版部，2001年。孫広勇『社会転型中的中
国近代教育会研究』武漢：華中師範大学出版社，2007年。谷秀青『清末民初江蘇省教育会研究』桂林：広西
師範大学出版社，2009年。陳的秀『清末的江蘇教育総会（1905－1911）』新北：花木蘭文化出版社，2011年。
このうち，会員像を分析したものは，高田「近代中国地域社会と教育会一無錫教育会の役員構成分析を中心
に一」が無錫教育会について詳細な分析をおこなっている以外，張偉平と谷秀青が江蘇教育会の会員につい
て比較的簡単な分析をおこなっている。
（3）江蘇学務総会と同会を「教育会章程」にしたがって改組した江蘇教育総会，および民国期に再改組した
江蘇省教育会の総称として，江蘇教育会の呼称を用いる。
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ある。また『三編』以降，毎回「各庁州県歴年入会人数比較表」に1905年創立以来の各庁州県ごと
の入会人数が記載されている。毎回の「比較表」のデータを比較してみたが齪酷・不一致はなかった
ので，本稿では，創立以来6年分のデータを記載する『六編』の「比較表」を使用する（以下，「比
較表」は『六編』のものを指す）④。
・『江蘇学務総会章程題名録』江蘇教育総会，光緒33年（1907年），上海図書館所蔵
　江蘇教育総会が『文憤』とは別に，おそらく会員向けに刊行したもので（5），会の各種規約ととも
に「会員題名表」，「各庁州県会員員数比較表」，「職員姓名録」を掲載する。このうち「会員題名表」は，
会員の姓名，字，籍貫のほか，職業，「通信処」（連絡先），入会した年月を記載する。職業には科挙
の学位や近代式教育の学歴も含まれる。職業が空欄の者も多いが，通信処から類推できる事例も多
い。本稿では「1907年題名表」と略称して使用する。
・『江蘇省教育会会員姓名一覧表』江蘇省教育会，中華民国2年（1913年），上海図書館および南京図
　書館蔵
　中華民国成立後新たに制定された「教育会規程」にもとづき設立された江蘇省教育会が刊行した
もので，体裁は「会員題名表」を踏襲している（以下，「1913年姓名表」と略称する）。
　なお，後述するように江蘇省教育会は民国2年以降も，会員を増加させていく。その全面的な分析
は今後の課題となるが，本稿では下記の史料を一部使用し，変化の一端を示す。
・『江蘇省教育会会員姓名録』江蘇省教育会，民国7年（1918年），上海図書館蔵
同じく，体裁は「会員題名表」を踏襲している（以下，「1918年姓名録」と略称する）。
　これらの史料にもとついて，以下，1905年から1913年までの9年間の会員構成の変遷を辿っていく
ことにする。
3．分析
（1）会員数の推移と地域別構成
　まず，江蘇教育会の会員数の推移と，その地域別の内訳について分析してみる。「1907年題名表」，
「比較表」，「1913年姓名表」を府州単位でまとめたものが表1である。
ω　『二編」は天理大学朱鵬氏より，『三編』は上海社会科学院歴史研究所施拍柱氏より，『四編』は華東師範
大学図書館李志武氏より，『五編』・『六編』は中国社会科学院近代史研究所趙利棟氏より，コピーを提供して
いただいた（所属はいずれも提供当時）。記して謝意を表する。
（5＞これに対し，『文順』が、江蘇学務総会や教育界の立場を広くアピールするために公刊されたものである
ことは，以前指摘した（前掲，「江蘇教育総会の誕生⊥pp．2～3）。
128
表1．各府州別会員数推移表
府州
1905年
n立時
i人）判
1905年
n立時
i％）＊1
～1906
N入会
i人）＊2
～1907
N入会
i人）＊3
～1908
N入会
i人）＊3
～1909
N入会
i人）＊3
～1910
N入会
i人）＊3
～1911
N入会
i人）＊3
911年
轟v
i人）
1911年
轟v
i％）
1913年
??
i人）嘱
1913年
??
i％）零4
江寧府
g州府????
13
P5
U
X．3
R．7
　　2「層　　5
@　4
??14
Q5
X
10
P4
P0
????50
V9
R7
　79?．???．? 62
W1
R6
　93pr，h，・層
P22
@54
　　　7剌B府 ，，’魑@　888り「，7@5．0
・．幽曽」「・匿・匿・冒．@1 曽　2 「F7F7@　4雫777@　15辱辱”曽」@　5 ’咽■魑■@0：お 曽曽，曽曽，F@5£．曽曽曽響曹@　35曽虚曽P胴曽， 7響曽曽噛亀，魑Q　5建．　　　，C州　 辱 9「「鱒魑??? 1コ F　　2 1 7，り@　5撃7@　6 6 3 25 ．3£ ．．2全 ??????通州 ’4 「，「「@2．5 「辱「P@　5PP@　11劉鱒・・@　7，9，鱒噛，@11 τ ，彌@　1 43 a8 ???? 　「Uβ
海門庁 働闇7F@　O 「辱「劉ｿ0 4 0 ，「@　1 闇，「，@0 す ”σ 辱　5 α8 3 0．5
寧属累計 48 29．8 71 112 177243 264 274 27443．3 285 429
蘇州府
ｼ江府
38
Q1
23．6
P3．0
??
　　19－7　　16 14
P1
　14，噌，．「
@　5
11
R
?　10婁
D．72．
　16．3
D二1盟．
　110
@　85曽響曽，響，，「
　16．5闇　128「7曽曽馴，7
，7，■曽尞B府　9響 7．「@19「，曽曽曽曽P1．8 6「曽■曽曽曽曽@18謄曽魑曽@33圃圏曽6噛曽，@　8曽圃‘8魑’8@　至、’88曽・「9幽曽Q＿蔓、 ’7： 　89曹亀曽 14．1ヤ曽曽曹P▼ 　100ヤ，鱒P 　15の“，，曽噛，彌曽鎮江府 ’8“ 9，曽@5．0 曽‘曽@2，　　4 3 2 1 3 2邑 ．．3，＠ 　28P，曹” ???「，?　「「ｾ倉州 辱F，@2796P6．8 髄4’ 曹18 「辱辱@5鱒鴨@　37噛@　5 3 65 10．3 57 8β蘇属累計 113 7α2 161 251 292 322 345 359 3596！7 380 57ユ??????
　161，，「－77710α0 469 565 633 633100D 100D
増力膵曇5 「層¶瞭層り層■PP，，層”PP99P
　232　，，，FP，7
S4ユ％
　366565％
内・一．一闇Q92％
闇，四，剛，9，P・
Q0．5％
609，P，劉9PPPPPPPP
V8％
P，，・・「，，，，
R．9％
　665－F，，P「7「，，
Q6％
7リリPF層瞭r層，9層9，，9圃
＊1 P905年は十一月創立時入会者。
＊2 P906年は創立後翌1906年六月までの入会者。
’3 O年七月から当該年六月までの入会者。
＊4 {州は1912年に廃止されたが，比較のため県を府州単位にまとめた。また1913年には故人が1人（常州府）含
　　まれていたので除外した。
＊5 P年ごとの増加率。1913年も年率に換算した。
出典：「1907年題名表」，「比較表」，「1913年姓名表」
　全体からみると，江蘇学務総会創立時161人だったが1911年辛亥革命直前には633人へと4倍近く増
加し，江蘇省教育会への改組後に665人となっている。とくに創立1年目（1906年六月まで），2年目
はそれぞれ44％，56％と急増し，以後，次第に増加率は下降していく。さらに寧属と蘇属に分けて
みると，創立時は3：7と蘇属会員偏重が際立っていたのが，1911年には43％：57％と大幅に是正
されていることが目につく。寧属の会員増加率は創立1年目から4年目まで48％，58％，58％，37％
で極めて高く，実数でも3年目，4年目にはそれぞれ65人，66人と，蘇属の41人，30人の2倍前後の新
入会員を獲得している。このことから，江蘇教育会が，全省教育界を包括する組織たらんとして，寧
属の地域エリートに対し入会を積極的に働きかけていたことがうかがわれる。
　ちなみに『文憤三編』の「各庁州県会員人数比較表」には，
　　昨年12月会員人数比較表を作ったところ，江寧の夏仁瑞君がこれを見て，比較から競争の観念
　　が生じると言った。競争は人数の多寡に関わるとは限らない。いまの世界は人群〔引用者注：
　　人の集団〕の世界であり，群の起点は夫婦に始まり，そして家族があり，村落があり，社会が
　　あるとはいえ，わが教育総会も集団の雛形である。すなわち群の力の強弱は人数の多寡でわか
　　るので，やめてはならない（6）。
とあり，「庁州県会員比較表」自体が，各地エリートの対抗心を惹起し，庁州県間の会員獲得競争を
（6＞「各庁州県会員人数比較表」『江蘇教育総会文順三編』下p．114。
129
近代中国地域社会と教育団体
表2．各府州庁県教育会の設立状況（1908年六月時点）
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■9■．「Pヤ““9「ｼ江府 鱒，F　　　　　　　7，「燻R 撃？P辱辱F辱9P沚c董」，青浦， 「．“「?ｽ，奉賢 上海，川沙　　PPFF▼Fρr「，rr6・，陶P8「噛髄髄【・・尞B府　　「曽「畠 　「「闇「「PP““77「▼FP，，X璽堕邊
wH，　，鱒，F
彌P「隔「FFF「辱PP辱”PP噛6曽9”
蜷JF辱辱辱PP
””n亀噛陶””亀働曽A曽陶
]陰
’6・，「，隔彌nn彌”P「「 辱””
?]傘6
@　　　　　　艦噛鎮江府 漂陽 曹曽曽・「・噛O徒〔金壇〕，O陽
噛，ggn，鱒F，9PF熬d，太平
曽9ｾ倉州 ，，▼， ，，「雫9 ，曽曽9曽曽ﾁ洋，崇明，宝山，ﾃ定
，曽’曽，，，，曾，7 鱒．
ｾ倉
蘇属合計 10 4 14（1） 2 8
総計 16（2） 11（2） 27（3） 11 16
累計 16（2） 27（4） 54（7） 65（7） 81（7）
本表における設立とは教育会あるいはその前身の設立を指す。原表には「発起」と「立案〔官による認可〕」の時
期も記載されているが，発起と共に活動を開始していると見なし，発起をもって設立とした。
＊11906年は江蘇学務総会創立後翌1906年六月までの設立。
串2前年七月から当該年六月までの入会者。
’3未設立，あるいは設立後、総会に連絡がないもの。
＊4 k〕は設立されたもののその後総会に連絡がないもの。
＊5 Qを引いたものは，複数県が合同で教育会を設立したもの。
＊6一度設立されたものの解散され，その後設立されていないもの。
出典：「江蘇全省教育会一覧表」r江蘇教育総会文順三編」下pp91～108。
促す側面があったことがわかる。江蘇教育総会は，毎年の新入会員を籍貫別に掲載し，「比較表」を
掲載することにより，庁州県間の競争を促進し，南北格差を是正しつつ総会の規模を拡大していった
のである。
　さらに府州レベルで見てみると，創立当初と比較して1911年に大幅に増えたのは，揚州府（15人，
9．3％から79人，12．5％へ）と通州（4人，2．5％から43人，6．8％へ）である。いずれも寧属で，揚州
府は塩商人が集まる商都揚州を擁し，通州は江蘇教育総会会長張春の膝元であり，いずれも早くから
教育会が設立されていた（表2）。これらが寧属急増の牽引者となっていたといえる。そのいっぽうで
江寧府は省都南京を擁するにもかかわらず会員数が揚州に抜かれており，新開地の海門庁は創立1年
目に4人入会したものの，その後，会員はほとんど増えず，辛亥革命を経て3人に減っている。同様に，
蘇属でも鎮江府は会員増加率が低く，教育会の設立も比較的遅い（表2）。ここでは庁州県レベルの分
析はしないが，表2の各庁州県教育会の設立状況にも明らかなように，府州内にもかなりばらつきが
あり，一旦設立されたものの解散ないし，総会との連絡が途絶えるような州県も少なくなかった。寧
属の会員獲得とともに庁州県教育会の設立の働きかけもおこなわれたであろうが，各庁州県の教育会
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表3．江蘇教育会の年齢構成（1907年）
会員数＊1 最高年齢府州 年齢の記載ｳれた会員最少年齢
20代（人数）
@（％）
30代（人数）
@（％）
40代（人数）
@（％）
50代（人数）
@（％）
60代（人数）
@（％） 平均年齢
　　45鱒，P，P 　　　　4辱，PP「P辱．．．．a 　3”曽 　　0，P，，「「 ．……9江寧府 29 15 28 26．7 53．3 20D α0 OD 327
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＆2 OD 378
．．5蔓 2 5 4 3 0准安府 16 14 29 ▼，，▼，，▼“7@　14．3り，▼，7響7，，@　35．7，F，，り曽曽，@　28．67，，P，F，，7雫7，，@　2L4 り曽．曽闇@α0
39．9
徐州府 ．＿4登．
　　　3，P曽曽9曹，　　　　6，虎「，，，
?????
．　9 　　　0噛6噛14 13 25 23ユ 46．2 30．8 α0 0．0 34．3
海州 6 4 56Q7
　．1”250 ．　　　0．　　0．0
????? ????? ????
44．75
通州 24 19 ．＿．58．@　25 21．1
．進一．＿＿＿a．　　　　42．1 　4
Q1ユ
．＿婁．－
@15．8
　0
Oρ
373
海門庁 ．．6蚤
0 3 0 0 25 5 30 α0 　　，U0．0 F，．「ｿ0 6b” 7，層，S0．0 45
65 20 55 31 11 2寧属全体 149 119 「▼F▼，F▼F@　23PP「「「「PF，，隔@168隔PPPF，隔「””彌，n@　462”，6・…「噛@　26ユ 噛PP，，隔，「，隔”P@　9．2 ，・「陶6・・．@　17 37．5
蘇州府
63
????? ????
14
???
274 59 25 13．6 508 「FFQ3．7 85 F7－R4 37．5
松江府
68 14 26 5 7 157 53 ?? 9，PPQ6．4 ，P9噌P@49．1 曽臨曽噛@　94 曾辱，鱒「，P3．2 曽・・@　19
365
常州府
　　62，P，P，P 　12・99曹P， 　　　299・9「’曽内噛・ 　149噛　　　6，PPヤ，「「噛¶辱曽 ．＿ユ74 62 25 19．4 468 22．6 9．7 1b 373
66 1　一
鎮江府 15 13 29
　　1一一一一
@77
一．7
T38
．．．一．4
@3α8
　　　0’・　　α0
P－LLP@Z7 388
太倉州 53 49
??
　　10P，P，，，，，層P，P，，，，，
@2α4
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＿1．♀．＿　18．4 ＿＿5．．
@1α2
?．．?
37．3
　　68”曽8幽・曽8曽虚 45 116 46 23 6
蘇属全体 273 236 24 7ヤ「▼▼7P9．1 F，7@492，ヤ「辱@　195 ▼F@9．7 「「「P，，F@25 373
　　68ヤrF▼▼，，Fρ8r
??????
171 77 34 8
合計 417 355 23 隔nPF，，胃辱P＆3 PPPF「「，PPgP@　48．2 “「隔RP@　21，7
隔「P卿F，F，7ヤ「「辱「「n彌彌@　9．6PP「彌n彌劉F噛，@　　23
37．3
＊1 f載総数は422人だが，物故者5人は除外した。その内訳は，揚州府2人，潅安府・蘇州府・松江府各1人。
出典　「1907年題名表」
設立の動きは概して寧属のほうが鈍い（7）。
（2）年齢構成
　それでは，以下，教育会に集った地域エリートたちの人物像に迫ることにしよう。
　まず，「1907年題名表」に掲載された422人中，355人には年齢が記載されている。残りの62人は年
齢の記載がないが（他の5人は物故者），おおむね全体の年齢構成は示していると考えられる。このう
ち最高齢は松江府上海県の顧言で68歳最年少は揚州府高郵州の董増儒で23歳平均年齢は37．3歳と
（7）ちなみに，表2では江南第一の近代都市を擁する上海県が教育会未設立となっているが，上海には教育会
の前身となる団体が複数存在し，それらが1908年に合併して上海県教育会が設立されている。上海など江蘇
省における教育会の設立状況については，筆者は以前主として地方志を用いて考察をおこなっている（前
掲「清末地域社会における教育行政機構の形成」）。
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　　　近代中国地域社会と教育団体
表4．江蘇教育会の年齢構成（1913年）
最高年齢 平均年齢旧府州制 会員数 年齢の記載ｳれた会員最少年齢
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@（％）
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Q5
?????
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@23．1
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?????
　2ﾚ6
　　16四一幽
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，?．??
＿＿　ユ　　18
α0
??
　　16”曾曽・， 134 151　　33PP，‘F・「、、L生、 ＿登蘇属全体 383 351 23 4β 曽P¶PP¶”曽曹曽曽・噛曽9，「@38．2，9曽ヤ，，F▼@43．0 94 4D α9
41．9
75 30 237 244 71 　25F幽，ρ，，F ．「＿璽
合計 666 610 F「「【@23マ幽曽9幽陶彌陶@　49n…n・9・曽8」・@389，畠・曽・胴「【「ppnF@40．0””閥「【【FFPFF@11．6▼FP@　4．1 05 41B
＊1 {・州は民国が成立すると廃止されたが，表3との比較のため旧府州別にした。
出典：「1913年姓名表」
なっており，会員の約半数が30代で，20代と40代がそれぞれ2割前後という比較的若い集団であった
ことがわかる。
　これを寧属と蘇属に分けてみると，平均年齢はほぼ同じだが，年齢構成で寧属のほうが40代が多
く，その分，20代，30代が少なくなっている。さらに府州別にみると，寧属では60代は海門庁以外
はおらず，50代も江寧府，徐州府海門庁にはいない。とくに江寧府と徐州府は，他の地域と比べる
とかなり年齢構成が若く，平均年齢もそれぞれ32．7歳34．3歳と30代前半である。これに対し会員数
が多い蘇属の各府州では，50代以上が1～2割いる一方で，20・30代が6割を占め，比較的偏りが少
ない。蘇属のうち鎮江府は例外的に会員が30・40代に集中しており，徐州府などと似ている。徐州
府，江寧府鎮江府はいずれも会員数も少ない。会員獲得が遅れている府州のほうが50歳以上の会員
が少ないのは，この世代の近代教育に積極的な者が教育会への結集軸になっていることをうかがわせ
る。
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　興味深いのは，「1907年題名表」と6年後の「1913年題名表」との比較である。「1913年姓名表」も
665人中610人の年齢が記載されている。表4のように1913年の全会員の平均年齢は41．8歳で，6年間で
4．5歳上昇している。年齢構成も，40代が30代を上回って4割に達し，50歳以上の会員も12％から16％
へ増加しており，その反面，20代は5％，30人となっていて，会員総数がほぼ倍増しているにもかか
わらず，実数で半減している。このうち最年少は23歳の上海県の楊徳鉤と誰寧県の挑鼎元で，ともに
1913年に入会している。いっぽう最高齢は1907年と同じく上海県の顧言で75歳となっている（8）。す
なわち，この間，江蘇教育会は倍増しているが，入会者は30代～40代が中心で，新世代の取り込み
にはあまり成功していない。あるいは，江蘇教育会自体の組織の強大化・権威化が中堅エリート層を
引きつけるいっぽう，20代には「敷居の高い」存在になっていったといえるかもしれない。
（3）学歴・職業
　次に，江蘇教育会にどのような学歴や職業の者が入会したか見ることにしよう。
　表5，6は，それぞれ「1907年題名表」と「1913年姓名表」の学歴と職業を分析したものである。
前述のように「職業」欄には科挙の学位や学歴が記載されている場合があり，張偉平は「1907年題
名表」を分析し，そのうち少なくとも挙人が18人，進士2人，監生・貢生等が125人，留学帰国者が
21人おり，また翰林院編修，内閣中書などの清朝中央の下級官吏が22人，教育に熱心な現職官吏・
元官吏・候補官吏（知県や知府を含む）が124人，各学堂（新式学校）校長35人，勧学所総董・学校
校董・各級視学・教員等が69人であるとしている⑨。
　表5，6ではより詳細に分析するため，以下のように集計した。まず科挙の学位については，「翰林
院修撰」や「翰林院編修」は，いずれも進士の上位及第者から選抜されるので進士として数えた。ま
た，成績優秀で生員から国子監に抜擢された貢生ら，および掲納によって獲得した者が多い監生は，
それぞれ生員と分けて集計した。また官職は翰林院，翰林院以外の中央官，地方官に分けるだけでな
く，何らかの理由で退職した元職（前職を含む）や揚納の可能性が強い「候補」，「候選」を分けた。
また職業欄が空欄となっていることも多いので，一部は「通信処」欄から職業を推測した。すなわち，
「某某県教育会」，「某某県勧学所」などとある場合は，当該教育会，勧学所の職員と見なした。同様
に「某某学校」とある場合は，当該学校の校長や職員の可能性もあるが，とりあえず教員と見なした。
さらに，「○○號」，「○○銭荘」，「○○洋行」などとあるものは，それぞれ商店，銭荘（伝統的金融
機関），洋行（外国人経営の商社）の経営者か従業員，あるいはその家族と見なし商工業にまとめた。
その結果，「1907年題名表」では417人中383人，「1913年姓名表」では666人中495人のデータを得る
ことができた。「題名表」，「姓名表」の記載自体はごく簡単なもので，彼らの経歴の一部を示してい
（8）「1907年題名表」の68歳が正しければ1913年には74歳のはずであるが，現時点では，他に依拠する史料が
ないので，記載に従う。
（9）張偉平，前掲書pp50～51。
表5．江蘇教育総会の学歴・職業（1907年）
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表6，江蘇省教育会の学歴・職業（1913年）
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るにすぎない（lo）。本稿では，ひとまず記載のみを分析することにし，諸文献との突き合わせによる
データベースの構築は今後の課題としたい。
　a．科挙の学歴
　まず「1907年題名表」の会員の学歴であるが，進士は少なくとも15人，全体の3．9％に上る。うち1
人は翰林院の庶吉士（官学生）で，12人は庶吉士を経て翰林院修撰（1人）や同編修（10人），河南
の知県（1人）に任官している。このなかには江蘇学務総会の創立メンバーである張春（翰林院修撰），
王同愈（同編修）が含まれる。残りの2人は，常州府学の教授と河南省の知県となっている。いずれ
にせよ下級官吏である（ll）。また挙人は24人6．3％で，郷試以上の合格者である進士・挙人を合わせ
ると1割に達する。この他，貢生等は36人9．4％，監生は5人1．3％，その他の生員等は70人18．3％で，
進士から監生，生員まで含めると149人約39％に達する。ただ科挙廃止後なので，記載された者以外
にも科挙の学位を保持している者がいた可能性は否定できない。むしろ，科挙の学位のみ記載されて
いる者は，学位を保持しているが官職に就いていない，いわゆる郷紳と見なすべきであろう。
　さらに府州別に見ると，その比率は各地まちまちである。江南の政治・文化の中心である江寧府や
蘇州府は進士・挙人の比率が高く，常州府や太倉州も同様の傾向がある。通州は光緒二十年の状元
（殿試首席合格者）である張審をはじめとして進士が4人も名を連ねている。だが，江寧府以外は，貢
生や生員が進士・挙人を上回っており，揚州府や松江府は貢生・生員が全体の3割以上を占め，徐州
府に至っては貢生・生員が6割を占めている。
　b．官職
　次に官職に就いている者は江蘇省全体で24．5％，前職・元職は4．5％である。そのなかでは，地方官
（教授や学政など旧式教育の教官を含む）が中央官より多いが，府州別に見ると，准安府や通州，蘇
州府のように中央官が多い府州もある。中央官40人のうち前述の翰林院修撰・編修が11人，内閣中
書6人，中書科中書5人，各部（部は日本の省に相当）の主事7人（他に前職1人）が目立つ。地方官
では，知県が34人．前・元職を合わせると38人になる。
　中央官では，翰林院修撰・編修のうち学部諮議官が併記された者が3人おり，その1人張審は学部
諮議官・商部顧問官が併記されている。この翰林院の3人以外に，商部顧問官と学部諮議官が各1人に
なっている会員がいる。前者は常州府無錫県の周廷弼，後者は常州府武進県の屠寄で，いずれも江蘇
教育会の重要メンバーである。顧問官や諮議官はそれぞれ新設の商部（経産省に相当）と学部（文科
（10）たとえば江蘇学務総会創立メンバーの1人である王清穆は光緒十六（1890）年の進士で，新設の中央官
庁である商部（経産省に相当）の右丞まで昇進したものの，衰世凱に疎まれて直隷按察使に転出し，まもな
く退官・帰郷しているが，「1907年題名表題名表」の職業欄には「前直隷按察使」とのみ記されている（「1907
年題名表」18葉b）。王清穆については，王清穆研究会編注「王清穆膿隠鷹日記』」『近代中国研究彙報』第
34号，2012年。
（ID清代の教授は府学の教官であるが，1905年の科挙廃止にともなって廃止されたという（郵遠猷主編『申
国近代官制詞典』北京；北京図書館出版社，1991年，p．31）。とすると1907年はすでに「前職」となるが，「1907
年題名表」には「前職」を示す記載はない。ここではひとまず記載に従う。なお，官吏の品級（等級）につ
いては，以後もすべて同上書に従った。
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省に相当）に設置さ礼各界とのパイプ役となり諮詞をおこなう官職だった（正2）。内閣中書と中書科
中書はそれぞれ内閣と皇帝の文書を扱う事務官だが品級は正七品である。主事は各部の下級官吏で正
六品であるが，戸部（戸籍と財政管轄）と法部（法務省に相当する新設部）が各2人，吏部（人事を
管轄）と前刑部（司法を管轄）主事が各1人のほか「分部主事」と記された者が2人で，特定の部に集
中してはいない。翰林院修撰は従六品，同編修は正七品，知県も正七品でいずれも下級官吏である。
　比較的上級の官吏は，知府（府知事従四品）3人（他に前職2人），各部の郎中（正五品）4人（13）
で，前職では，直隷按察使（正三品）だった太倉州崇明県の王清穆が筆頭で，他に道員（正四品）が
4人いる。この4人は武進県の荘藏寛，陽湖県の1軍祖祁，劉樹屏，および宜興県の任錫沿で，これら3
県はいずれも常州府に属し，武進と陽湖は一つの地域社会を形成している。王清穆と揮祖祁は江蘇学
務総会の発起人であり，彼らの権威が常州府や太倉州における会員獲得に影響したことは想像に難く
ない。
　職業欄にはこれら実職以外に，「候補○○」などという名目だけの官職が記載されている。科挙合
格後任官までポストの欠員を待つ者であるが，掲納によって買うことができ，その上限が候補道
だったため，とくに候補道は指官が多かったという（14）。「1907年題名表」には，「候補」「候選」職
41人が記載されており，全体の1割を占めている。その内訳は，知府4人，知県6人，道員9人，訓導5
人などとなっている。彼らのうち誰が損官か確認が必要であるが，任官を目指しつつ，別の道による
社会的地位の上昇も模索していたことが近代教育の振興や教育会への結集に結びついたことをうかが
わせる。
　c．近代教育
　それでは，会員の近代教育の受容状況はどうだろうか。留学や師範学校その他の近代式学校の学歴
を明記した者は，33名＆6％とごく少数である。このうち，留学は21人5．5％，師範学校卒4人1．0％，
その他8人2．1％となっており，留学生が圧倒的に多い。留学は全て日本留学で，そのほぼ半数の20人
が嘉納治五郎の宏文学院に留学しており，そのほか法政大学に3人，経緯学堂と東京帝国大学に各1
人，他に「日本師範卒業生」3人，「日本速成師範卒業生」2人，「日本法政卒業生」，「日本留学卒業生」
各1人となっている。宏文学院卒業生の中にも「宏文師範」とある者が4人含まれt日本で教育学を学
んだ者が多いことがわかる。但し，宏文学院は日本の大学・専門学校進学のための予備学校で教育内
容は中等教育レベルの速成教育で，「日本師範」とある者も速成教育の可能性がある。府州別に見る
と，寧属では，徐州府海州の会員に一切の近代教育の学歴記載がなく，准安府，通州の会員も留学
歴の記載がないのに対し，蘇属各府州では，鎮江府を除く全ての府州に留学歴のある会員がおり，蘇
州府は7人と留学歴のある会員全体の1／3を占めている。だが近代教育の学歴を持つ会員が2割を超え
（12）関暁紅『晩清学部研究』広東教育出版社，2000年，p98。学部の諮議官は，商部の顧問官を参考にして
設置された。
（13） ､ち1人は『申報』紙経営者の席裕福なので，実職ではない可能性がある。
（14）前掲『中国近代官制詞典』pp．26～27。
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ているのは，母数の小さい海門庁や鎮江府だけである。
　いっぽう近代教育に従事している者は，129人31．3％である。うち教職は105人27．7％，残りは学校
職員や校董（学校理事），勧学所総董や視学官，学務委員などの教育行政職である。府州別に見ても，
おおむね会員の2，3割を占め，江寧府や松江府では5割に達している。会員の少ない海門庁のみ教
育従事者がいない。学校職員・校董のなかには，上海でたたき上げで土建業を起こし，その資財を浦
東中学等につぎ込んだ楊斯盛のように新旧教育を受けていない者も含まれると思われる。校長・教員
のなかにも，近代教育の学歴を持ちながら記載がない者も実際に学歴のない者も含まれると思われ
る。科挙の学位を持つ者についてみると，挙人には日本留学卒業生が3人，近代式学校の校長・教員
が4人，勧学所・教育会職員が各1人が含まれており，貢生等にも学校教員9人，勧学所職員1人，生
員等には日本留学卒業生6人，師範学校卒とその他の近代式学校卒が各2人，近代式学校の校長・教員
が17人，学校職員と勧学所職員が各2人，教育会職員4人が含まれており，科挙廃止の前後に，旧式
教育から近代教育へ転進を図ったことがわかる。
　d．実業
　以上のように，教育会であるにもかかわらず，江蘇教育総会は会員の1／3しか近代教育への関与が
明記されていなかった。それでは他にどのような人物が含まれていたのか。次に実業界に関与する会
員を見てみよう。江蘇教育会が実業界を含む広汎な地域エリートの結集軸だったことは，すでに明ら
かにしてきた。「1907年題名表」の職業欄，通信処欄から商工業関係者とわかる者は，47人12．3％に
達する。そのうち，日本の商工会議所にならって設立された商会に関与する者は3人だけで，残りは
商店等の経営者・関係者と思われる。「商工業」として分類した者には，銭荘5人，布店・布問屋3人，
洋行2人などがあり，このうち揚州府東台県の3人は同じ銭荘を，松江府上海県の2人は同じ洋行を通
信処としている。そのため，揚州府や松江府に商工業関係者が集中しているのである。
　さらに注目すべきは教育とも関連の深い出版関係者で，表5，6においても他の「商工業」と分けた。
出版関係者は20人に上るが，このうち出版社では商務印書館4人（松江府上海県，同青浦県，常州府
武進県，同無錫県各1人），上海図書公司3人（蘇州府元和県，同呉県，同常熟県各1人），文明書局2
人（常州府無錫県，同金置県各1人），新聞社では時報館4人（鎮江府丹陽県2人，蘇州府呉県，松江
府華亭県各1人），申報館2人（ともに松江府青浦県）などとなっており，いずれも上海の大手出版社，
新聞社である。このうち申報館の1人は経営者の席裕福であり，時報館の1人も経営者の秋裸賢であ
る。とくに狭は張春らと立憲運動を農開し，時報館は江蘇教育総会などともに上海における改革運動
の拠点となっていた〔15）。狭も席も1905年江蘇学務総会創立当時からの会員であり，広汎な地域エ
リートの結集軸という江蘇教育会の性格を象徴しているといえる。
　e．1907年と1913年との比較
　最後に，以上のような状況が，辛亥革命と中華民国の成立を経てどのように変化したのか概観する
ことにしよう。
（15＞黄炎培『八十年来』文史資料出版社，1982年，p．48。
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　まず科挙の学位保持者は，当然のことながら6年を経て131人へと19人減少し，会員総数が増加し
ているのでパーセンテージも26．3％と減少している。とはいえ4人に1人は旧教育世代といえる。近代
教育の学歴保持者は79人15．9％に増加し，近代教育従事者は135人27．3％へと増えているが，教育以
外の中央・地方官も35人7％と半減したとはいえ依然一定の割合を占め，商工業者も11．2％とパーセ
ンテージは減らしても会員数は55人へと増加している。このほか，率は4％ながら国会から市参議
会・市郷自治公所までの議員が含まれており，依然，広汎な地域エリートの集団という性格を保持し
ているといえるのである。
4．おわりに
　以上，1905年から1913年までの江蘇教育会会員名簿を分析してきた。分析を総合すると，以下の
ことが指摘できるであろう。
　まず，江蘇教育会は結成当初，30代を中心とした地域エリートの集団であった。各府州の構成に
は地域差あり，寧属と蘇属の間にも傾向の違いが見られるが，おおむね張審や王清穆，王同愈といっ
た著名な紳士の呼びかけに応じて，結集していったと思われる。現職の官吏は下級の者が多く，候補
官や郷試以上に合格していない生員層も多く，なかにはそこから日本へ留学している者もおり，既存
の官制・教育構造の改革とそれによる自身の出世を期待して入会したことがうかがわれる。商工業
者，とくに教育とも関連深い出版社や新聞社は明らかに張春らの立憲運動の一角を占める者であり，
その活動の中心は籍貫を問わず上海であった。
　いっぽうで江蘇教育会の創立当初，近代教育の高度な専門的学識経験を持った会員はまだ多くな
かったと思われる。1913年に至っても，広汎な地域エリートの結集軸という性格は徐々に薄まりつ
つあったとはいえ，近代教育の専門性を明記する会員は多数派になっていない。ちなみに江蘇省教育
会の会員数は，1913年末の665人から1918年末の時点で975人へと約1．5倍に増加している。その一部
をみる限りでは，新入会員の多くが教育関係者でアメリカ等の留学経験者も含んでおり，会全体の教
育職能集団への転換が急速に進んでいくことがうかがわれる⑯。
　今後は，これらのデータを諸文献によって検証し，データベース化を進めるとともに，1913年以
後のデータの分析を進め，江蘇教育会の長期的変貌を明らかにしていく必要がある。
（16）「1918年姓名録」。
